
 

 

1. 公共交通施策の実施計画 

1.1. 施策体系 

目指すべき将来像と計画目標を達成するため、本市では以下に示す公共交通施策を実施する。 

 

 

路線バスの維持および利便性向上 

霞ヶ浦広域バスの確保・維持 

霞ヶ浦広域バスの利便性向上 

情報提供の充実 

本
市
の
概
況 

公
共
交
通
の
現
状 

市
民
ニ
ー
ズ デマンド型乗合タクシーの事業性改善 

利用しやすいタクシー利用料金助成事業

の見直し 

運転免許証自主返納支援事業の維持 

病院や買物先まで乗車できる公共交通施

策と合わせた事業の推進 

スクールバス、施設送迎車の有効活用の検

証 

目指すべき将来像 
公共交通の役割 

徒歩や自転車、自動車と相互に補完しながら、

本市の“まちづくり”に貢献する 

『誰もが安心して移動できるための社会基盤』 

公共交通の維持確・確保に対する市民理解

の醸成 

新技術の活用 

計画目標・数値目標 公共交通の課題 

交通結節拠点への移動手段の確保と、複数

モードの乗り継ぎ利便性向上による市内

交通ネットワークの強化 

公共交通の必要性が高い主体への移動手

段の確保 

安全で便利なバス利用環境の確保 

中心市街地および郊外の地域特性を踏ま

えた公共交通ネットワークの確立 

計画目標② 公共交通の必要性が高い主体の 

 移動性の確保・充実 

デマンド型乗合タクシーの延べ乗車人数 

8,655 人/年 

計画目標③ 広域連携の維持・推進 

 

霞ヶ浦広域バスの利用者数 36,500 人/年 

スクールパス販売枚数 20 枚/月 

計画目標④ 多様な交通機関相互の連携・強化 

 

既存交通・新技術を活用した実証実験 

1 事例以上実施 

タクシー利用料金助成事業の利用枚数 

1,050 枚/年 自動車と公共交通の役割分担の明確化 

JR 神立駅へのアクセス向上 

JR 神立駅周辺施設への移動手段の確保 

 基本方針 ●JR 神立駅周辺を中心とした拠点的土地利用の推

進にあわせ、市内各所を結ぶ公共交通体系の構築 

●市民の移動ニーズ、高齢化や環境に配慮した、効

率的で利便性が高く、安全な持続可能な交通シス

テムの構築 

●既存交通や新技術の活用など、創意工夫を総合的

かつ効率的に推進するための体制づくり 

千代田神立ラインの利便性向上 

千代田神立ラインのアクセス性向上 

公共交通の活性化

及び再生に向けた

取組の方向性 

既存の公共交通の維持とともに新たな交通のあり方につい

て工夫し、 

「市内のどこからでも公共交通で移動できる公共交通網」 

「鉄道・バス・デマンド交通の役割分担を明確にし、運行

経費の節減と運行効率化」 

このふたつが両立する公共交通体系の構築 

計画目標① 中心市街地へのアクセス向上 

 

千代田神立ラインの利用者数 10,000 人/年 

デマンド型乗合タクシーの継続および利

便性向上、利用しやすい環境づくり 

公共交通施策 

上位・関連計画 

計画目標⑤ 公共交通を支える体制づくり 

 

霞ヶ浦広域バス     収支率 67% 

千代田神立ライン    収支率 18% 

デマンド型乗合タクシー 収支率 20% 

目指すべき将来像を 
実現するための目標 

②千代田神立ラインの再編 

③デマンド型乗合タクシーの維持・拡充 

⑤運転免許証自主返納支援事業の継続 

①霞ヶ浦広域バスの維持・拡充 

⑥路線バスの維持・拡充 

④タクシー利用料金助成事業の見直し 

⑧交通結節機能向上とバス待ち環境の整備 

 

⑨地域公共交通と既存公共交通の活用可能性の検討 

⑩新技術の導入検討 

⑦バリアフリー化の推進 

⑪モビリティ・マネジメントの継続的実施 

⑫情報提供の充実 
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